







































de tous les autre sens〕であるということ、実はこのようなことは大いにありえる。
触覚という語によって表面と外部との接触〔contact〕、つまりは外在性との接触を
想定された感覚がまさに問題となっている限りにおいて、あらゆる感覚の意味＝感



































と い う 語 は、〔 フ ラ ン ス 語 で は 〕 茫 然 自 失〔hébétude〕 あ る い は 専 有




















































0 0 0 0 0 0 0
することの極めて正確な諸可能性を描き出す




0 0 0 0
、それは死ぬこと
0 0 0 0 0 0 0
〔mourir〕だろうか
0 0 0 0
、あるいは終わること








0 0 0 0
、われわれが人間は死ぬとみなす限りにおいて
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
、動物は死ぬことができ





































































５ 〔訳注〕著者は「感覚的なものの誇張法〔hyperbole du sensible〕」と書いているが、引
用元である『触覚』のデリダの原文においては「可触的なもの誇張法〔hyperbole du 
tangible〕」となっている。
６ J. Derrida, Le toucher, Jean-Luc Nancy, Galilée, 2000, p. 61.〔『触覚、ジャン=リュック・
ナンシーに触れる』松葉祥一、榊原達哉、加國尚志訳、青土社、2006年、95-96頁〕

















































































































































































































































14 〔訳注〕この表現は、『幾何学の起源』の序文に認められる。Edmund Husserl, L’Origine 





















 Patrick Llored, La mort, l’animal et le toucher
 Une déconstruction de l’animal heideggerien par Derrida.




16 J. Derrida, Le toucher, op. cit., p. 133.〔『触覚』前掲、225頁〕
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